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図画工作科教育 

 

多様な表現を追求する力を育成する「立体に表す活動」の指導の工夫 
― 学びをつなげるデジタルポートフォリオの活用を通して ― 

 

竹原市立吉名小学校 吉川 和生 

 

キーワード：多様な表現を追求する力 学びをつなげる デジタルポートフォリオ 

 

 

Ⅰ 研究の基本的な考え方 

 

１ 図画工作科の課題と研究の動機 
 小学校学習指導要領解説図画工作編（平成20年，

以下「解説」とする。）には，「表したいことを絵

や立体，工作に表す」内容の学習活動としては，「児

童は，およその目的やテーマを基に発想や構想を行

い，その子なりの技能を活用しながら表し方を工夫

して思いの実現を図っていくことになる。」1)と示

されている。また，国立教育政策研究所が行った特

定の課題に関する調査（図画工作・美術）調査結果

（平成23年）の「分析結果から見た指導の改善のた

めに」によれば，新しい表し方を取り入れたり，表

したいことを変化させたりする活動の重要性が述べ

られている(1)。このことから，児童がその子なりの

技能を活用しながら，より多様な表現を追求するこ

とが大切だと考える。 

しかし，国立教育政策研究所が行った小学校学習

指導要領実施状況調査教科別分析と改善点（図画工

作）（平成24年）によると，想像したことから表し

たいことを見付けて表すことができた児童79.6％の

うち，複数の造形的特徴を基に多様な表現をしてい

るのは37.5％であり，多様な表現をすることに課題

があることが分かっている(2)。所属校の児童も，表

現方法が単一化してしまい，複数の造形的特徴を基

に表現することが難しい児童が多く見られる。 

そこで，本研究ではデジタルポートフォリオを活

用し，多様な表現を追求する力の育成を目指す。 
 

２ 立体に表す活動について 

(1) 「立体に表す活動」とは 

「解説」によると，図画工作科における「立体に

表す活動」とは「自分の表したいことを，形や色，

イメージなどを手掛かりに，表し方を考えたり材料

や用具を用いたりしながら作品に表していく」2)活

動であると示されている。 

(2) 立体に表す活動の課題 

国立教育政策研究所教育課程研究センターが

行った特定の課題に関する調査（図画工作・美術）

（平成23年）によると，材料や用具の特徴を生かし

て使い，表したいものを作った児童は97.4％でほと

んどの児童が何らかの立体表現をすることができて

いた。しかし，「釘や金づちの使い方」と「木片の

組み合わせ方」の二つの視点から前問までに示され

たもの以外の表し方の工夫をしているか分類した結

果，50％の児童しか表現の工夫をしていなかった(3)。

熊谷蓉子（1958）が指摘しているように(4)，立体に

表す活動は児童にとって取り組みやすいものである

研究の要約 

本研究は，多様な表現を追求する力を育成する「立体に表す活動」の指導の工夫について考察したも

のである。文献研究から，本研究では，土粘土を用い自分の心にある思いを表現するために，児童が好

きな形を選んだり，土粘土の特性を生かした様々な技法を用いて納得いくまで作り直したりするなど，

行きつ戻りつしながら表すことで自分の思いに合った自分なりの表現方法を見付けていく過程を「多様

な表現を追求する力」と定義した。多様な表現を生み出すためには，発想の幅を広げることと技能の選

択の幅を広げることが必要となる。そこで，本研究ではデジタルポートフォリオを活用し，様々な学び

をつなげる授業を行った。その結果，表現の工夫を行った児童が大幅に増加した。このことから，学び

をつなげるデジタルポートフォリオを活用した学習活動を行うことは，多様な表現を追求する力を育成

するのに有効であるといえる。 
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が，そのことが直ちに表現の工夫につながるわけで

はないことが分かる。 

このことから，児童が表現の工夫を行い自分に

合った表現を見付けることに課題があると捉えた。

自分の表したいものを表現するためには，いろいろ

試したり，失敗したりしながら制作する中で新たに

思い付くことや過去の経験を生かして表現を工夫し

たり，新たな表現を発見したりすることが重要であ

ると考える。 

(3) 材料について 

 本研究では，造形素材として土粘土を扱う。佐藤

智朗（1990）は土粘土について「子どもの皮膚に馴

染み，子ども達と出会うことで様々な表情を見せる。

硬くなったり軟らかくなったり，へこんだり伸びた

りする。また，立体表現も，平面表現もでき，作っ

たもので遊ぶこともできる。」3）と述べている。「解

説」にも，低学年からできるだけ土粘土に親しませ

ることの重要性が書かれている(5)。また，森高光広

（2011）は，多様な表現を生み出す条件として①子

供の思い付きや発想を基に簡単に試みることがで

き，納得いくまでやり直せること②五感をフルに活

用しながら，手を動かし，自分の目で確かめて確認

し，具体的に考えられること③容易に試行錯誤でき

る内容や材料であることを挙げている(6)。これは正

に土粘土の特徴であり，多様な表現を引き出す造形

素材として最適であることが分かる。 

 次に，立体に表す活動について郡司明子（2010）

の意見を基に粘土に表す活動の特性と教育的意義を

まとめたのが表１である（下線は稿者による）(7)。 

 
表１ 立体(粘土)に表す活動の特性と教育的意義 

 

このように粘土は造形素材として優れており，教

育的意義も高いことが分かる。 

しかし，国立教育政策研究所が行った特定の課題

に関する調査（図画工作・美術）調査結果（平成23

年）によると，「粘土を使った学習に取り組みまし

たか。」（質問２（１））に対して取り組んだと回

答した教師は47.1％であった。さらに，土粘土につ

いて用いたかどうか（質問２（２））尋ねたところ，

用いたと回答した教師は25.0％であった。つまり，

全体の11.7％しか土粘土を使用していないというこ

とである(8)。土粘土は身近な造形素材として扱われ

ていない現状がある。これは土粘土や道具，参考作

品などの準備及び土粘土の管理の困難さが原因であ

ると考えられる。 

 

３ 多様な表現を追求する力について 
森高（2011）は立体に表す活動の実践を通して，

「自分なりの表現を獲得して自らの工夫が可能と

なった時に，子どもの意欲は高まり，表現の追求も

より可能になる」4)と述べている。自分なりの表し

方を表現していくことについて，「解説」では「児

童が好きな色を選んだり，納得するまでつくり直し

たり，行きつ戻りつしながら表したりすることがで

きる過程を重視する」5)と示されている。これらを

踏まえて，本研究では，粘土を用いて，児童が好き

な形を選んだり，土粘土の特性を生かした様々な技

法を活用して納得いくまで作り直したりするなど，

行きつ戻りつしながら表すことができる過程を重視

する。それらの過程を経て自分なりの表現を獲得す

ることにより表現の追求も可能になると考える。こ

れらの一連の過程を本研究では「多様な表現を追求

する力」と定義する。 

 

４ 学びをつなげるデジタルポートフォリオ

について 

(1) 学びをつなげるとは 

多様な表現を追求するためには，発想の幅を広げ

ることと技能の選択の幅を広げることが必要とな

る。阿部健太郎ら（平成26年）の先行研究によると，

発想を広げる工夫として，参考作品や参考資料を鑑

賞できる場を設定することが有効であると結論付け

ている(9)。また，森高（2011）の研究では「子ども

の意欲化や表現の追求がより出来て，多様な表現に

も結び付くためには，本格的な制作の前に，『遊び

の視点』を大切にしたウォーミングアップ活動を行

うことが，小学校でも中学校でも有効であることが

確認できた。」6)としている。これらの先行研究は

いずれも，これから述べる「学びをつなげること」

の有効性について言及したものである。児童の認識

特性 教育的意義 

立体性 

長さ・高さ・幅・厚さ・奥行・深さ・量・塊な
ど立体が与えるさまを手や体全体の感覚を通
して捉えることで，一つの物事を多様な側面か
ら同時に捉えることができる。 

素材性 

素材特有の肌触りや材質感，表情の特徴に気付
き，それらを生かして表現すること。また，多
様な素材との出会いの中で自分の好みを探り，
自分らしさを追求することができる。 

触知性 

自らの働きかけが，体に直接響き渡る体験，す
なわち，造形活動における身体的なコミュニ
ケーション過程を味わうことができる。 

心象性 
子供が立体表現に向き合う中で試行錯誤し，納
得のいくまで自分らしさを追求することがで
きる。 
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は自分自身，友人，身近な自然や社会へと広がって

いく。このことを踏まえ，本研究では以下の三つの

学びに絞ることとする。 

① 自分自身の学びをつなげること 

自分自身の学びをつなげる。「解説」には「前学

年までの材料や用具についての経験を生かし」7)と

ある。このように，解説でもこれまでの経験からの

学びを活動に生かすことの大切さに触れている。こ

れまでに学習した既習の技能や活動を動画や静止画

などで視覚的に振り返ることで，現在の課題に活用

していく。また，現在学習していることも次の学び

へとつなげていく。  

② 友人との学びをつなげること 

友人との学びを自らの学びにつなげる。「解説」

には「児童が造形活動の中で自然に自分や友人の作

品などを見ることも鑑賞としてとらえる」8)と述べ

られている。異なる考え方や表現の仕方をする児童

の活動や作品を見ることによって新たな表現の方法

を見付けたり，思い付いたことを試したりして自ら

の学びとしてつなげていく。 

③ 自然や社会からの学びをつなげること 

自然や社会からの学びを自らの学びにつなげる。

「解説」の指導計画作成上の配慮事項には「自然や

社会などの経験を造形的な発想に生かすことなども

考えられる。」9)と示されている。児童が暮らしの

中の作品や身近な自然から受けた感動を取り入れた

り，我が国や諸外国の親しみのある美術作品などを

参考にしたりすることで自然や社会と自らの学びを

つなげていく。 

以上のことから，学びをつなげるとは本題材に活

用するために，これまでの学習からの学び，友人や

自然・社会からの学びを自らの学びにつなげていく

ことであると捉える。 

(2) デジタルポートフォリオの活用について 

ア デジタルポートフォリオとそのメリット 

 学びをつなげ，多様な表現を追求するためにデジ

タルポートフォリオを取り入れた授業を展開する。

本研究で活用するデジタルポートフォリオはプレゼ

ンテーションソフトで作成しタブレットに蓄積して

いくものである。森本康彦（2014）は「学習のエビ

デンスが残っていない状況では，何を作成したかだ

けでなく，学びの瞬間（変容の様子）や学びの軌跡

など，人が学び成長していく過程を見取ることがで

きない。」10)としている。成長の過程が見えること

で学習者は自己評価を行い学習を振り返ることがで

きる。この振り返りの際の「なるほど！そうか！」

がより深い学習へとつながると考える。同時に指導

者にとっては個に応じた指導の貴重な資料となる。 

それでは，タブレットを活用したデジタルポート

フォリオはこれまでの紙媒体でのポートフォリオと

比較してどのようなメリットがあるのだろうか。余

田義彦（2004）は紙媒体と比較したデジタルポート

フォリオのメリットについて８点挙げている(10)が，

児童に関わっては「①活動表現を映像や音声で記録

できる②再編集できる③持ち運びや閲覧が容易にで

きる④いつまでも色あせない⑤成果物を自ら検索で

きる⑥複製が簡単にできる」の６点挙げることがで

きる。特に立体に表す活動では，これまでの紙媒体

では記録性に制約があったが，デジタル化すること

で様々な角度から動画として残すことができる。茂

木一司（1985）は「立体表現では，対象を量として

感じたり，四方八方様々に視点を移動させる立体的

なものの見方が重要である。」11)と述べている。茂

木（1985）が述べているように，立体に表す活動で

は様々な視点から見ることが重要である。これまで

の紙媒体による静止画での記録では，一面しか残せ

ないという欠点があったが，それを克服するものが

多面的に記録でき，動画なども取り込めるデジタル

ポートフォリオである。デジタルポートフォリオは

児童の学びを効果的につなげるのに役立つと考え

る。 

イ デジタルポートフォリオの活用場面 

次頁図１は学習過程におけるデジタルポートフォ

リオの活用場面を示したものである。 

導入場面では，発想が広がりにくい児童に対して

参考作品や参考となる造形物をじっくりと鑑賞さ

せ，そこから発想を広げることができるようにして

いく。また，これまでに習得した技能や活動を振り

返り本題材に生かすことができるようにする。 

制作活動中では，デジタルポートフォリオにある

ワークシートを振り返り，計画に対する進行状況を

モニタリングしたり，修正を加えたりすることがで

きるようにする。また，表現方法で迷っていたり，

困っていたりする児童には自分や友人のこれまでに

学習してきた技法や表現方法を検索して参考にでき

るようにする。そうすることでいろいろな方法を試

す中で新たな発想が生まれ表現へとつながるサイク

ルが生起するようにする。 

振り返りでは，発想段階から作品として完成する

までの自分の活動過程を動画で振り返ることで自己

の表現の特性を認識させるようにする。また，友人

の活動過程を振り返ることで，自分の気付かなかっ
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た表現方法を知り，次の題材に生かしていけるよう

にする。 

 以上のように，デジタルポートフォリオを有効に

活用していくことで，児童の学びをつなげ多様な表

現を追求する力を育成することができると考えた。 

 

図１ デジタルポートフォリオの活用場面 

 

ウ デジタルポートフォリオコンテンツの開発 

 次頁図２にデジタルポートフォリオのコンテンツ

を示す。メインメニューから参考作品・参考資料・

粘土技・粘土遊び・本研究題材のワークシートや児

童の作成した作品へリンクしている。コンテンツの

作成に当たっては，操作の簡易性を重視した。どの

児童も自ら検索できるように，アイコンボタンを指

でタッチするだけで操作できるように工夫してい

る。また，レイアウトも活用しやすいように工夫し

ている。例えば，メインメニューでは，使用したい 

場面ごとにアイコンボタンを色分けしている。粘土

遊び・ワークシート・自分たちの作品のリンク先は

出席番号で示しており，自分の出席番号をタッチし

て確認することができるようにしている。立体に表

す活動においては，着想・発想段階で児童がつまず

きやすいので，着想や発想段階で参考になる資料を

多めに取り入れている。今回は参考資料の中に自分

たちの住む地域にある建築物なども取り入れるよう

に工夫した。 

 

Ⅱ 研究の仮説及び検証の視点と方法 

 

１ 研究の仮説 
デジタルポートフォリオを活用して，学びをつな

げる学習活動を展開すれば，児童の多様な表現を追

求する力を育成することができるだろう。 

 

２ 検証の視点と方法 
検証の視点と方法について，表２に示す。 

 
表２ 検証の視点と方法 

検証の視点 検証の方法 

１ 
デジタルポートフォリオにより
学びをつなげることができたか。 事前調査 

事後調査 
ルーブリック 
行動の分析 

２ 
造形要素を生かし，自分の思い
に合った表現方法を見付けるこ
とができたか。 

 

Ⅲ 研究授業について 

 

１ 研究授業の内容 
○ 期 間 平成28年６月29日～平成28年７月７日 

○ 対 象 所属校第３学年（１学級16人） 

○ 題材名 ○○な町マイタウン 

○ 目 標  

自分の住んでみたい町について想像を広げなが 

ら，粘土の形や形の組み合わせを工夫してつくる。 

 

２ 指導計画（全６時間） 
時 主な学習活動 
事前 ・粘土遊びなど 

１・２ 
・○○に合う言葉を考えそこからイメージマップ
でイメージを広げて，想像したことをアイデアス
ケッチする。 

３・４ 
・デジタルポートフォリオを活用しながら，自分
の思いを表す表現の方法を工夫して表現する。 

５・６ 

・作品を鑑賞し合い，友人の表現のよさを見付け
たり，今後の自分の表現の参考になるところを考
えたりする。 
・制作活動や作品を振り返り，最初のアイデアス
ケッチと比較し，自己の表現について振り返る。 

題材場面 
デジタルポートフォ
リオの活用場面 児童の意識の例 

導
入 

  

制
作
活
動 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

振
り
返
り
（
鑑
賞
） 

 

 

 

 

 

 

 

 

どうしたらうまく
表現できるかな。 

自分や友人のこれ
までに学習した技
法を参考にする。 

 構想 

 表現 

作品を多角度から
動画に記録する。 

前 時 ま で の 学 習
（ワークシートな
ど）の振り返り。 

参考作品や参考と
なる造形物の確認。 

これまでに学習し
たことを振り返る。 

 発想  構想 

 新たな発想 

粘土ではこれまで
どんなことをした
かな。 

計画はどうだった
かな。 

自分の活動の過程
を振り返る。 

いろいろ試してみ
よう。 

友人の活動の過程
を振り返る。 

角度を変えると雰
囲気が違うな。 

作品の鑑賞 
（残しておけない場合） 

はじめと最後では
こんなに違うんだ
な。 

こんな方法もある
のか。次の時にやっ
てみよう。 

もう少しじっくり
参考作品を見たい
なあ。 
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Ⅳ 研究授業の結果分析と考察 

 

１ デジタルポートフォリオにより学びをつ

なげることができたか 
(1) 事前・事後調査の分析 

 図３は①自分自身の学びをつなげることについ

ての意識変容を比較したものである。既習事項を

使っている児童は12.5％だったが，事後は93％に増

加している。デジタルポートフォリオにあるこれま

での粘土遊びの動画を児童自らが検索できるように

したことで，既習を意識して活動に取り組んだ結果，

自分自身の学びをつなげることができたと考える。 

 

 

 

 

 

 
図３ 「これまでに勉強したことを使っているか」の意識調査 

 

  次頁図４は②友人との学びについて事前・事後の

意識変容を比較したものである。「友人の作品のよ

さを取り入れることがあるか」という問いに，事前

では「ある」と答えたのは０％で，友人から学ぶと

いう意識はとても低かった。事後は「ある」と答え

図２ デジタルポートフォリオのコンテンツ 
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ワークシート

〈作品（動画＋写真）〉
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た児童は80％に増えた。これは活動中にデジタル

ポートフォリオにある友人の活動を動画で見るこ

とにより発想を広げたり，振り返りで友人の作品を

じっくりと動画で見たことにより，作品のよさに気

付いたりすることができた結果であると考える。 

 

 

 

 

 
図４ 「友人の作品のよさを取り入れることがあるか」の意識調査 

 

図５は③自然や社会からの学びについての意識

変容を比較したものである。事前ではこれまで見聞

きしたことを意識しながら造形活動に取り組んでい

た児童は50％しかいなかったが，事後は87％の児童

が意識して造形活動に取り組むようになっている。

これはデジタルポートフォリオにある自然の造形物

や建築物，身近な作品などの参考資料から想像を膨

らませることで，これまでの経験や体験の中から本

題材に生かせることを見付け生かすことができた結

果であると考える。自然や社会からの学びをつなげ

ていくことができるようになったと考える。 

 

 

 

 

 
図５ 「これまで見たことやしたことを生かして造形するこ

とがあるか」の意識調査 

 

以上三つの考察よりデジタルポートフォリオを

活用することによって児童の学びをつなげることが

できたと考える。 

 

２ 多様な表現を追求する力を育成すること

ができたか 
(1) 事前・事後の意識調査の分析 

 図６はア「いろいろ試したりしているかどうか」

イ，ウ「表現の工夫」についての意識調査の結果で

ある。いろいろな表現方法を試しながら試行錯誤す

ることにより表現の工夫を行っていくことで多様な

表現を追求する力の育成につながると考える。まず，

アよりいろいろ試す活動をしている児童は事前では

6.3％だったが，事後では，80％に増加している。こ

れは，デジタルポートフォリオにある粘土技や友人

の活動などを見ながら自分なりに試した結果である

と考える。イ，ウの結果から，試行錯誤したことが

自分なりの表現の工夫につながっていると考える。 

 

図６ 意識調査の結果 

 

さらに，児童のデジタルポートフォリオに対する

有効性の意識調査では，図７のように88％の児童が

「役に立った」12％の児童が「まあまあ役に立った」

と回答しており，すべての児童がデジタルポート

フォリオの有効性を感じていることが分かる。 

 

  

 

図７ デジタルポートフォリオに対する児童の意識調査結果 

 

図８にデジタルポートフォリオに対する児童の

記述を示す。発想の幅を広げたり，技能の選択の幅

を広げたりすることに役立っていることが分かる。 

        

図８ デジタルポートフォリオに対する児童の記述 

 

(2) ルーブリックによる分析 

 多様な表現を追求する力について事前の活動と本

研究授業の活動の分析を次頁表３に示すルーブリッ

クを基に行った。 
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表３ 作品のルーブリック 

 

図９に示すように，事前の活動では，「十分達成

している」「達成している」児童を合わせて58％だっ

たのが，デジタルポートフォリオを活用した授業で

は，「十分に達成している」「達成している」児童

を合わせて88％になっている。表現の工夫を行い自

分の表したいことに合った表現方法をいろいろ試し

ながら見付けている児童の割合が増えている。 

 

 

 

 

 

 

図９ ルーブリックによる評価結果 

 

(3) 行動の分析 

図10は導入時にデジタルポートフォリオを活用

している様子である。Ａ児及びＢ児は題材を知って

アイデアスケッチを描く活動までに時間がかかり，

着想することが難しい様子であった。そこで，コン

テンツの中にある参考資料や参考作品をしばらく視

聴しながら発想を膨らませ，構想を練っている。 

 

図10 導入時に活用している児童 

図11はＣ児の活動の過程である。初期の活動の様

子では，自分の表したいものを一つの表し方でしか

表現できていなかった。しばらくしてその作業が終

わってしまうと，活動が停滞し行き詰まってしまっ

た。そこで，デジタルポートフォリオを活用し，粘

土技などのコンテンツを視聴しながら試し始めた。

そこから表し方のヒントを見付け発想を広げること

につなげていくことができた。それ以降は再び活動

が活発になっていった。そして，完成した作品には，

「板づくり」や「かき出す」「ひっかく」などの技

法を組み合わせた様子が伺われた。様々な技法を活

用して納得いくまで作り直したりするなど，行きつ

戻りつしながら表すことで自分の思いに合った自分

なりの表現方法を見付けていくことができていた。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
図11 Ｃ児の活動の過程 

 

 次頁図12はＤ児の活動の振り返りの様子である。

自己の活動の振り返りでは「いろいろな形の面白い

橋をたくさんつくることができた。」と活動への満

足感を感じることができ，自分の作品のよさも見い

だすことができていた。また，他の児童のアイデア

達成段階 評価基準 

十分達成 

いろいろ試す中でいくつかの表現方法を組み
合わせたり，自分の表したいことに合った表現
方法を形や動き，厚さや奥行きなどを根拠に新
たに発見したりするなどして工夫し，それが表
現に表れている。 

達成 

いろいろ試す中でいくつかの表現方法を組み
合わせたり，いくつかの表現方法の中から，自
分の表したいことに合った表現方法を形や動
き，厚さや奥行きなどを根拠に適切に選んで工
夫したりし，それが一部表現に表れている。 

もう少し 

いくつかの表現方法から自分の表したいこと
に合った表現方法を形や動き，厚さや奥行きな
どを根拠に適切に選んで工夫しようとしている
が，表現に表れていない。 

支援が 
必要 

自分の表したいことに合った表現方法を形や
動き，奥行きなどを根拠に適切に選んで工夫す
ることができず，表現にも表れていない。 

 

活動の初期の様子 
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スケッチや作品を積極的に視聴し，その中で「○○

君の花びらが本物のようだったので，その技を次は

使いたい。」と友人のよさにも気付くことができて

いた。 

 

図12 振り返りにおけるＤ児の様子と作品 

 

 図13は児童の作品である。左の写真は「お菓子の

町とそこに住むネコ」という作品で，右側にケーキ

のタワーがある。ここには「ひもづくり」の技法が

使われている。また，細かい丸い粒をたくさん作り

飾りに使っている。写真の中央にあるタワーは「ね

じる」技法を使っている。右の写真は「フラワーの

町」という作品である。花弁はデジタルポートフォ

リオの中にある「かき出す」技法を参考にしながら，

かき出しヘラで粘土を「削り取る」技法を試行錯誤

しながら見付け出して表現している。葉は「板づく

り」の技法を活用して平たくしている。 

 

図13 児童の作品 

 

Ⅴ 研究のまとめ 

 

１ 研究の成果 
 デジタルポートフォリオを活用し，児童の学びを

つなげることにより，児童が好きな形を選んだり，

土粘土の特性を生かした様々な技法を納得いくまで

作り直したりするなど，行きつ戻りつしながら自分

なりの表現方法を見付けていくことができた。よっ

て，学びをつなげるデジタルポートフォリオは多様

な表現を追求する力を育成することに有効であるこ

とが明らかとなった。 

 

２ 今後の展望 
 今後は絵に表す活動や工作に表す活動においても

デジタルポートフォリオを作成し，活用した授業を

展開していき，その効果と活用の方法を研究してい

く。 
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